
五
月
也
八
日

田

中

左

跡

太

判

脈
問
内
出
陣
允
桜

右
上
巾
mu指
出
底
、
悶
年
八
月

H
九
日
新
知
三
百
石
賜
は
り
た
り
。

一
関
宜
子
貞
之
進
宗
敦
も
、
翌
十
六
年
七
月
二
拾
人
扶
持
賜
ふ
と
い

へ
ど
も
、
E
徳
一
冗
年
五
月
四
十
裁
に
て
残
せ
り
。
放
に
小
潮
復
施
の

三
男
知
町
聞
を
養
嗣
子
と
は
な
し
た
り
。
さ
て
式
如
は
吉
川
悦
是
の
高

弟
に
て
‘
恒
那
と
放
し、

暴
力
抜
群
な
る
事
式
如
が
著
述
せ
し
恒
街

路
銃
二
冊
K
て
知
ら
れ
‘
共
の
論
扮
回
世
訟
を
挟
む
べ
き
も
の
注
し
と

い
へ
り
。
右
随
筆
陀
減
せ
た
る
知
期
の
序
に
云
ム
。
我
恒
蹄
般
公

耐耕
一性
子
丹
之
宮
津
↓
勤
=
息
子
備
之
岡
山
↓
自
v

幼
而
入
ν

校
-
十
叉
三
而

始
鶴
一日小間
笥
鳴
v
世
職
山
一
晶
子
教
コ
問
来
奔
v
東
聡
v
閏

u

櫛
ν
風
体
ν
間
過
絵柄肝
a

倭
車
十
之
宗
↓
及
一
-一一者
老
-
要
L
E

一迷
子
孫
笹
戒
一
共
除
脳
=
窓
之
所
'
欲

e

考
E

担唱
雑

金
開
聞
古
殴
志
巻

廿
五

ぽ
、
私
一
生
に
婆
丈
夫
に
取
立
可
v

申
事
、
無
一戸凪到来一一串
陀
候
。
然
ば

幸
之
俄
此
者
私
世
枠
と
相
心
得
、
割
出
入
に
取
立
、
行
々
養
子
氏
相
願

候
へ
ば
、
い
つ
か
う
い
つ
ま
で
も
家
業
無
a
退
蒋
一
相
際
之
御
用
も
緋

候
。
微
忠
之
ロ
聞
と
奉
v
存
、
一
関
存
生
之
内
父
子
相
談
仕
、
一
関
別
紙

之
遺
品
告
に
も
共
趣
認
世
候
。
此
段
も
乍
ν
序
御
問
也
被
ν
成
可
ν
被
v
下
候
。

以
上
。

五

街
門
上
家
中
陀
寺
地
拝
領
之
成
、
武
士
屋
敷
之
内
に
相
成
陀
付
、
共

後
今
之
地
拝
領
移
郁
仕
。
年
批
即
時
承
無
・
之
。
利
常
卿
御
前
総
札
等
指

上
K
付
被
=成
下
-
御
堂官
、
僻
来
所
持
混
在
。
と
記
載
す
。
勉
尾
記
に

は
、
民
繭
院
は
も
と
能
受
閣
に
あ
り
。
閉
山
は
同
図
松
波
の
披
主
松

波
常
陵
介
義
智
の
子
也
。
松
波
氏
談
務
の
後
薙
髪
し
て
字
を
建

挺
言
宗
也
。
貞
卒
二
年
の
由
来
舎
に
云
ふ
。
首
寺
開
組
党
忠
法
印
.

利
家
卿
之
時
越
前
閤
よ
り
金
滞
へ
山
田
越
‘
横
山
大
勝
率
り
に
て
御
前

臨
時
相
勤
候
由
、
代
々
偲
承
仕
a
詑
寺
創
立
者
・
院
長
年
中
長
九
郎
左

聞
記
=
接
待
之
二
一
↓
謀
総
=
磁
筋
一
朝
刊
誌
助
言
一
云
ぺ
と
あ
り
。
貞
筒
先

生
と
い
ふ
も
式
如
た
り
。
按
ヂ
る
に
、
一
関
は
吾
が
醤
穫
に
て
豊田牢

者
の
始
秘
た
り
と
い
へ
ど
も
、
モ
の
博
鍛
怜
例
な
る
と
と
は
式
如
之

陀
勝
れ
る
歎
と
い
へ
り
。

O
正
法
山
由
民
宿
院

事
-
有
v

目
。
漸
桜
成
ν
棺
叫
自
題
回
=
恒
備
随
筆
-
Z
A
-
n
.
叉
和
語
拾
遺
十
五

冊
あ
り
。
是
も
知
旧
制
の
序
に
、
考
貞
側
先
生
。
自
ν
去
滋
-
和一
梁
間
一
一
県
旦

卜
氏
稔
吋
殆
泊
a
倭
語
訓
訪
↓
而
錐
v
抽出
局側
老
之
海
-
開
山
刷
問
州
孔
之
野
~
曲
川

喰在一-一
一国
語
一
絡
歎
主
百
義
之
陵
夷
↓
法
=
晩
年
-
排
出
昌
弘
諾
小
解
一
第
二
回
線

凡
一
千
齢
訓
.
帥
叫
勘
而
功
キ
.
日
月
一
式
幕
。
誠
日
.
放
前
自
主
-
一修
補
一
予

私
儀
備
前
之
手
首
尾
有
ν
之
段
を
巾
事
に
而
は
担
一
=
御
庄
一
候
。
子
細
は

私
一
分
之
身
を
立
候
者
、
品
ん
共
筋
を
も
立
可
ν
申
事
K
候
へ
ど
も
、
只

今
4
4

一
関
矯
邑
名
跡
目
抽
出
在
官
舶
に
候
へ
ば
、
共
筋
を
立
巾
廿
一
山
花
て
は
無
品

一
関
最
初
被
=
召
抱
一
時
分
御
内
意
之
口
問
も
有
ν
之僻
闘
に
候
僚
、
三
百
石

被
一
下
期
也
四位
肌
へ
者
、
於
ν
私
極
分
之
仕
合
雛
ν
有
俄
に
奉
ν
存
罷
在
候
。
此

段
一

一閃
最
後
迄
も
、
か
桜
之
筋
に
相
心
得
可
"
一混
在
-宮
市
付
相
果
候
。

台
湾
古
蹟
士
山
荘

廿

五

担…
ν
之
、
致
a
迷
惑
-
候
。
私
儀
被
a
召
出
旬
以
来
、
段
々
御
懇
K
被
=
召
仕
一

旦
一
関
俄
永
三
柄
中
も
御
懇
陀
御
帯
被
v
遊
、
御
厚
恩
之
下
に
て
天
命

を
拍
昨
今
父
子
共
に
難
ν
有
仕
合
。
右
其
加
之
錦
め
、
且
は
亡
父
私
を

養
位
候
茂
、
子
孫
永
く
御
家
忙
相
続
仕
、
御
恩
之
下
に
か
く
れ
申
皮

存
念
、
第
一
一
は
故
肥
後
守
秘
御
口
を
被
v
入
候
者
之
遺
跡
に
候
へ
ば
、

怒
枇
之
実
慮
に
か
け
候
而
も
.
い
か
桜
と
も
末
永
く
御
奉
公
相
助
申

度
寸
志
K
而
罷
在
候
。
自
然
冥
加
に
相
叶
、
明
日
に
も
御
慈
悲
を
以

(
AF
g

)

 

遺
跡
被
且
仰
付
一
一
於
一
日江
戸
-
御
扶
持
方
御
合
力
金
.

一
関
逝
陀
佐
川
ι
相
迩
一

被
昌
下
位
日品
に
も
候
へ
ば
.
占ん可
s
由
1

上
-
様
も
無
ν
之
酔
mv
有
仕
合
に
候
。

乍
ν
去
二
十
年
K
及
び
御
家
に
罷
在
、
御
様
子
主
見
及
候
陀
、
或
は
御

扶
持
方
等
被

i

一
下
世
-
面
々
も
、
段
々
御
知
行
陀
御
直
し
被
ν
遊
被
ν
下
休

陀
候
。
然
ば
若
く
は
御
知
行
に
御
直
し
被
ν
遊
被
ν
下
ロ
聞
に
も
候
は
ど
、

以
被
一-召
仕
石
川
K
候
。
然
ば
い
ま
だ
若
皆
、

前
出
未
熟
之
者

E
彼
n
A

起と

奉
ν
願
筋
は
.
無
調
法
之
儀
に
奉
ν
存
候
。
私
事
世
怜
も
所
持
不
v
仕、

た
と
ヘ
此
以
後
出
生
仕
候
而
も
、
私
儀
最
早
四
十
畿
に
依
り
候
へ

に
候
は
ど
、
私
は
養
子
之
儀
、
此
者
を
名
跡
K
被
a

仰
付
日
被
ν
下
候
犠

に
と
翠
ν
阪
事
、
世
間
並
之
都
に
候
へ
ど
も
.
義
者
之
儀
は
田
郡
党
相
訟
を

一
、
乍
ν
序
御
物
語
中
上
候
。
同
氏
貞
之
進
儀
、
首
年
二
拾
裁
に
能
成

申
候
。
幼
少
よ
り
私
取
立
製
問
震
v
仕
、
近
年
家
業
も
段
々
引
波
巾

候。

此
者
儀
は
一
関
資
子
之
官
滑
に
候
へ
ば
、
大
抵
一
通
り
之
奉
公
人

御
座
候
。
只
一
関
被
一
-一召
抱
一
候
以
来
之
一
筋
を
守
申
品
に
御
座
候
。
何

分
に
も
御
慈
悲
を
奉
ν
願
盟
国
在
上
は
、
被
ν
下
物
之
口
問
見
の
角
の
と
仮

一
初
に
も
心
頭
に
か
け
可
ν
申
儀
は
、
県
加
も
益
恐
数
候
へ

ど
も
、
務
者

之
俄
は
、
親
よ
り
減
候
へ
ば
惑
に
取
っ
き
申
し、

取
立
之
師
家
へ
到

し
候
て
迷
惑
に
奉
‘
存
口
開
放
、
一
身
に
は
過
分
之
儀
を
心
頭
陀
合
申
儀

陀
候
。
此
段
上
越
之
俄
を
、
何
と
哉
箆
銑
而
車
中
ν
剖
械
に
て

、
入
院
た

る
身
之
冥
加
に
つ
き
申
事
畑
山
↓-勿
鉢
-
宵
引
に
候
へ
ど
も
、
明
記
と
も
K
何

と
ぞ
不
-h
相
鐙
一
御
家
に
行
末
永
く
御
窓
会
仕
度
所
阪
に
ひ
か
れ
.
よ

し
紅
宮
事
を
巾
背
中
陀
御
山
由
候
。
思
召
之
程
も
千
前
御
恥
ク
敷
候
0

4

ん

御
披
見
之
後
、
御
火
中
可
ν
被
ν
下
候。

五




